
（活動期間 2024年4月1⽇〜2025年3月31⽇）

令和7年5月1日発行
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1.組織・事業の概要1.組織・事業の概要

株式会社 オザワ事業者
工藤 敏代表取締役

静岡県伊豆市土肥1130番地1
静岡県伊豆市土肥1874番地
静岡県伊豆市八木沢1363-2

本社
資材置場
ﾏﾘﾝﾍﾞｰｽ⻄伊豆

所在地

建設業（土木、水道施設、管、鋪装、造園）事業内容

工藤 修司環境管理責任者
工藤 沙里担当者

FAX
0558-98-2700

TEL
0558-98-2700

連絡先

info@kk-ozawa.comEメール

事業の概要



資本金

1,000万円

設立

昭和60年11月
1日

従業員数

17名

売上高

2.2億円

床面積

1420ｍ2

資格者

1級施工管理
2級施工管理

車両系整地等

所有機械

0.7バックホウ（ICT）
0.45バックホウ（ICT)
0.1バックホウ
ホイールローダ
4ｔユニック
4ｔダンプ
3ｔダンプ
2ｔダンプ
軽トラック

事業規模

許認可

許可業種有効期限許可年月日許可番号許可の種類

土木 建築 石 しゅ
んせつ 鋼構造物 と
び・土工 造園 舗装
水道施設 造園 解体

R08.03.13R03.03.14静岡県知事
（般-02）
第20757号

建設業許可

がれき類R08.04.09R03.04.10第02201025251号産業廃棄物収集・運搬
許可（自社運搬のみ）

認証・登録の対象範囲範囲

活動：建設業（土木、水道施設、管、舗装、造園）キャンプ場の運営
対象組織：本社・資材置場①・資材置き場②・マリンベース⻄伊⾖

レポート対象期間
2024/04/01〜2025/03/31



レジェンド
な町づくり

責任ある企業行動

働きがいの
ある仕事

企業理念

2.環境経営方針2.環境経営方針

災害に強い
まちづくりに貢献します。

自然と人との共存を
目指し、伊豆の環境を
守ります。

社員の技術向上を重視
した職場環境をめざし
ます。

環境経営理念

株式会社オザワは豊かな自然環境と人との共存を目指し、土木・造園
緑化事業を通じて、環境保全への取組みを積極的に行い、事業における
環境負荷を把握し、環境経営活動に継続的改善に努めていきます。

 現場では排ガス対策型重機を導入し、CO2排出の削減を行います。
 産業廃棄物の抑制、削減、分別リサイクルの取組みを積極的に行います。
 使用電力、水道等の使用量の削減を行います。
 グリーン購入の推進に取り組みます。
 緑ある社会を目指し、緑化事業の積極的な導入を行います。
 環境方針をすべての従業員に教育し、環境活動についての意識向上に努め

ます。
 建設工事現場では環境に配慮した工事、工法を検討します。
 環境関連の法律を遵守します。

制定年月日 平成23年4月1日
改定年月日 令和5年4月1日

株式会社 オザワ
代表取締役 工藤 敏





環境管理組織図
工藤 敏

代表取締役

工藤 沙里
EA21環境事務局

潮木 弘樹
建設工事責任者

鈴木 聖良
経理部門

工藤 修司
環境管理責任者

 課題とチャンスの明確化
 環境経営方針の制定
 必要な経営資源の準備
 システムの評価と是正箇所の見直しの実施

経営者（社⻑）

 環境経営活動の推進
 環境計画に沿った活動の確認及び管理
 経営者への進捗報告

環境管理責任者

 各部門のデータのまとめ
 記録の維持管理
 環境活動責任者のサポート及び代行
 環境活動レポートの作成

活動事務局

 工事部門における環境マネジメントの実施
 現場での問題点のチェックと是正処置
 倉庫の資材、工具等の点検、整理及び在庫管理
 従業員に対する教育訓練の実施
 現場内での事故及び災害等緊急事態発生時の手順書の作成

建設工事責任者

 全体の光熱費等の管理と記録
 重機車両の燃料費、廃棄物排出量・利用料の集計

経理部門

 環境方針を周知し、より良きアイデアの提案し行動する全従業員

3.環境管理組織図及び役割・権限3.環境管理組織図及び役割・権限

役割及び責任と権限

全従業員



4.環境経営目標4.環境経営目標

環境負荷及び取組の自己チェック結果から、2023年を基準として下記のような中期環境目標を設
定しました。
活動年度は2024年4月から2025年3月です。
電気排出係数は2023年(株)ハルエネ調整後排出係数 0.376kg-CO2/kwhを使用しています。
（キャンプ場係数 0.457ｋｇ-Co2/kwh）

中期環境目標

2026年2025年2024年基準値
（2023年）

取組み項目

3％削減2％削減1％削減6,4936,559電気（ｋｇｰCO2）二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

3％削減2％削減1％削減9,5999,696ガソリン（L)
3％削減2％削減1％削減15,82415,984軽油（L)
3％削減2％削減1％削減222225灯油（L)
3％削減2％削減1％削減70,14070,849CO2合計
現状維持現状維持現状維持0.370.37一般廃棄物（ｔ）
3％削減2％削減1％削減638645産業廃棄物（ｔ）
現状維持現状維持現状維持360360水道使用量の削減

環境配慮商品
優先購入

環境配慮商品
優先購入

環境配慮商品
優先購入

環境配慮商品
優先購入

環境配慮商品
優先購入

グリーン購入促進

5.中期環境活動計画5.中期環境活動計画

次年度の計画2024年度活動項目担当区
分

目的

継続〇空調温度管理（冷房28度・暖房23度）総務部
鈴木

電
気
量
削
減

二
酸
化
炭
素
削
減

継続〇クールビズ・ウォームビズの推奨

継続〇パソコン機器等のこまめなシャットアウト

継続〇アイドリングストップ土木部
潮木

使
用
燃
料
の
削
減

継続〇適切な運転計画の推奨

継続〇エコモードのついた車両の購入

継続〇排ガス・低騒音重機の使用

継続〇書類のデータ化総務部
ク度廃

棄
物
の

リ
サ
イ
ク
ル

継続〇クラウド使用によるペーパーレス化

継続〇マニフェストの適正管理

継続〇木材のチップ堆肥処理化

継続〇節水ステッカーによる呼びかけ節水

継続〇環境ラベル対応品の購入グリーン
購入

継続〇再生資材への積極的購入

継続〇自然に溶け込んだ環境エクステリアの導入環境配慮

継続〇はないっぱい活動地域貢献



評価2024年 4-9月
差

2024年 4-9月
実績

目標値（2024年）
4-9月

取組み項目

〇-13431.9033,246電気（ｋｇｰCO2）二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

〇-8523,9474,799ガソリン（L)
〇-15,6566,9477,912軽油（L)
〇-2140111灯油（L)
〇-5545128,56684,017CO2合計
〇-0.080.080.19一般廃棄物（ｔ）
×＋17278261産業廃棄物（ｔ）
×+77265188水道使用量の削減
〇環境配慮商品

優先購入
環境配慮商品

優先購入
環境配慮商品

優先購入
グリーン購入の促進

6.計画の評価と今後の取組み6.計画の評価と今後の取組み

前半期目標の実績と評価

年度目標の実績と評価
削減
率

評価2024年
差

2024年
実績

2024年
目標

取組み項目

+8％×＋9807,4736,493電気（ｋｇｰCO2）二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

-10％〇-1,0158,5849,599ガソリン（L)
+27％×＋4,42420,24815,824軽油（L)
+60％×+134356222灯油（L)
+14％×+10,37980,51970,140CO2合計
+10％×+0.040.410.37一般廃棄物（ｔ）
-26％〇-116522638産業廃棄物（ｔ）
+48％×+175535360水道使用量の削減

〇環境配慮商品
優先購入

環境配慮商品
優先購入

環境配慮商品
優先購入

グリーン購入の促進

是正及び予防措置原因対象項目評価
相乗りの遂行。アイドリングス
トップ。産廃の分別の徹底。

今年は電気、軽油使用量等目標を
上回ってしまった。

二酸化炭素排出量
の削減

×

段どり、手順の再確認等を確認し、
材料の運搬の2度手間等を減らす。
省エネモードを活用し、運転を行
う。

前半期は工事量が少なく、軽油使
用量も少なかったが、後半は下請
け工事の受注に伴い、機械使用量
が増えた。

軽油×

節水機能の高い製品の購入検討節水意識の低下水使用量の削減×

評価



7.環境関連法規への違反、訴訟など7.環境関連法規への違反、訴訟など

遵守状況当社対応摘要環境側面法律等の名称

〇契約書の締結廃棄物排出事業者との委託契約

〇県知事最新版許可証収集・運搬業許可証確認

〇電子マニフェストに
よる適正な作成

マニフェストの交付義務記載義
務・及び虚偽記載の禁止

廃棄物の処理及び清掃
に関する法律

〇5年間マニフェストの保管・管理

〇90日または50日以内マニフェストの期間内返却の確認

〇過積載禁止・荷台を
シートなどで覆う廃棄物の悪臭・飛散防止

〇不法投棄を行わない不法投棄禁止

〇60ｃｍ×60ｃｍ保管場所への掲示

〇電子マニフェストのた
め不要マニフェストの知事報告

〇工事現場ごと中間処理場の現地確認静岡県条例

〇施工計画書・クレダス
データの作成建設副産物リサイクル建設リサイクル法

〇ゴミ分別の徹底一般廃棄物の分別排出伊豆市廃棄物の処理及
び清掃等に関する条件

〇騒音発生時間帯の配慮特定作業規制騒音・振動規制法

〇自治体対策への協力温室効果ガス抑制措置地球温暖化対策推進法

〇循環的な利用の促進3Rへの努力循環型社会形成推進
基本法

〇施工計画書環境物品の購入グリーン購入法

〇保守点検（3か月に1回）
水質検査（年1回）保守点検・水質検査の実施浄化槽法

〇冷蔵庫・洗濯機・エア
コン等指定家電の適正処分家電リサイクル法

〇PC・プリンタ等OA機器の適正処分PCリサイクル法

〇登録と5年ごとの更新及
び資格者登録

工事事業登録と更新及び技術者
登録建設業法

〇重機エアコン2台
事業用エアコン、建設重機エアコ
ンの点検と破棄時指定業者へのひ
きわ

フロン排出抑制法

〇工事基準の遵守・各種申請手続き
の適正登録

建築基準法・道路法
上下水道法・河川法

遵守評価日 令和7年5月1日 工藤 敏

当時劫初に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんで
した。関連機関からの指摘、利害関係者からの訴訟は過去三年間ありません。引き続
き法令順守の維持に努めます。また近隣からの苦情もありませんでした。



8.代表者による全体の評価と見直し8.代表者による全体の評価と見直し

今期の評価

前半期では工事量も少ないため、ガソリン等の燃料費は抑えることが
できていたが、後半期に工事量も増え、近隣の工事が少なく、遠方の現
場が多くなり目標を達成することができなかった。去年に引き続き相乗
りの遂行・アイドリングストップを心掛けたい。

また水道量も目的に達していないため、節水の周知、指導を徹底して
いきたい。その他の項目については目標を達しているがさらに削減でき
るよう、新しい省エネ器具等を検討していきたい。

去年から副業としてキャンプ場経営を行っていて、伐採木の再利用な
ど可能なリサイクルを引き続き取り組んでいきたい。

環境経営方針・環境経営目標・環境経営計画・実施体制について、
変更ありません。

令和7年5月1日

株式会社 オザワ

代表取締役 工藤 敏



9.環境活動の紹介9.環境活動の紹介

作業中に発生する建設木材について、
枝葉等は可能な限り
ウッドチッパーで破砕しています。
チッパーで粉砕したチップ材は造園
部で使用する堆肥や
外構工事のグラウンドカバー材とし
て再利用建設木材の発生数量の抑制
を行っています。

建設木材のリサイクル

アダプトロードプログラム

県沼津土木事務所の道路美化活動の取組みである「しずおかアダプタロード・プログラ
ム」の活動を地域貢献として道路清掃を行いました。



産廃木くずの再利用

ソーラーライト設置

キャンプ場施設での環境取り組み

現場内から出た伐採木等を
薪として利用

産廃木くずの再利用

撤去工事の廃材ブロックの
利用

樹木の設置

自動電源


